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研究成果の概要（和文）：英国大学と協働して地域ケア実践における専門職連携教育（IPE）プログラムを構築
し，医療系学部の学生がグローバルな視点から地域ケアについて学修する「グローバル地域ケアIPEプログラ
ム」の交換留学を目的とした研究である．コロナ前に開始された英国大学との地域ケアIPEプログラム交換留学
の共同研究について，対面実習や海外渡航が中止となった期間中もさらに協議を進めた．2023年度に英国を含む
海外３大学との協働，すべての学部の学生と大学院生を対象とした「グローバル地域ケアIPEプラス」に発展的
に統合され，健康の社会的決定要因の学修を目的とした効果的なプログラムとして交換留学を再開することがで
きた．

研究成果の概要（英文）：This research aimed to establish a “Global Community Care IPE Program” in 
which medical undergraduate students study community care from a global perspective through exchange
 programs in collaboration with a UK university. In 2023, it was developed into “Global Community 
Care IPE Plus” in collaboration with three overseas universities and for students from all 
faculties. The program involves the study of the social determinants of health with 
multidisciplinary students in national and international communities, where WHO advocates the 
development of human resources to create community care and promote “all people have access to the 
full range of quality health services they need, when and where they need them, without financial 
hardship. It covers the full continuum of essential health services, from health promotion to 
prevention, treatment, rehabilitation, and palliative care across the life course.” 

研究分野： 医療者教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究のプログラムは健康の社会的決定要因の学修を多職種の学生と共に国内外の地域で行うものである．WHO
は「すべての人々が，必要な時に，必要な場所で，経済的な苦労をすることなく，必要な質の高い保健サービス
をフルに利用できる．これは，健康増進から予防，治療，リハビリテーション，緩和ケアに至るまで，ライフコ
ースを通じた必要不可欠な保健サービスの全過程をカバーする．」の推進のために地域ケアを創生する人材を育
成することを提唱しているが，「グルーバル地域ケアIPEプラス」の構築は国際的な視野を持って地域ケアを創
生する人材の育成に貢献できるものであると考えている．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
英国で始められた専門職連携教育（IPE）は日本の数多くの医療系大学でカリキュラムに取り
入れられるようになってきている．千葉大学においては英国レスター大学やキングス・カレッ
ジとの共同研究により IPE プログラムを開発発展させてきた．本研究で共同研究を行う英国レ
スター大学は主に地域医療に携わる General Practitioner(GP)を育成する大学であり，1996 年
から IPE（Stage１)を開始し順次プログラムを展開，2004 年には地域医療 IPE プログラム
（Stage ４）①を開発・実践し，英国の中でも先駆的に IPE を推進してきた． 
千葉大学においては医療系３学部である医・薬・看護学部が協働して，2005年から IPEプログ
ラム開発に着手した．2007 年度から IPE プログラムを開始，2010 年に 1 年次から 4 年次まで
の多年次積み上げ式の臨床前 IPE プログラムが完成し，３学部共に必修授業として現在まで運
営されている．2015年からはさらに IPEの教育効果を向上させるため臨床教育の現場での IPE
プログラム（クリニカル IPE）開発に取り組み，大学病院でのクリニカル・クラークシップ
（臨床実習）での IPE を開始した．１人の患者を 3 学部からなる学生チームが担当し，診療ケ
ア計画を立案・実践するというプログラムである．その研究成果について国内外で学会報告を
行った②③④． 
疾患の治療に重点が置かれる急性期から生活者としてのケアが重要となる地域包括ケアまで連
続した医療ケア段階があるが，医療者教育においてもそれに対応した教育が行われることが理
想である．また地域医療は多職種による協働の現場であり，IPE で多職種学生が共に行うこと
が理想的である．レスター大学では地域医療 IPE プログラムがあり，千葉大学からは交換留学
事業の一環として 2018 年にレスター大学に医学生 1 名と看護学生 2 名を派遣した⑤．日本国内
でも昭和大学⑥，札幌医大⑦，埼玉県立大学⑧など地域医療の現場で IPE プログラムを実践して
いる大学はあるが未だ少数にとどまっている． 
一方，医学教育モデル・コア・カリキュラムでは健康の社会的決定要因（Social determinants 
of Health，以下 SDH）が平成 28 年改訂版⑨で初出され，令和４年度改訂版⑩で引き続き学修目
標として設定された．WHO は Universal health coverage⑪，すなわち「すべての人々が，必
要な時に，必要な場所で，経済的な苦労をすることなく，必要な質の高い保健サービスをフル
に利用できる．これは，健康増進から予防，治療，リハビリテーション，緩和ケアに至るまで，
ライフコースを通じた必要不可欠な保健サービスの全過程をカバーする．」の推進のために地
域ケアを創生する人材を育成することを提唱している．その学習方略として地域医療実習が注
目される⑫ようになったが，この目標に沿った教育プログラムを実施している大学⑬⑭も未だ少
数にとどまっている．本研究は将来的に SDH 教育プログラムを IPE で実施すること，さらに
海外大学と協働で実施するということも視野に入れて計画された． 
 
２．研究の目的 
レスター大学と千葉大学が現在まで開発・研究を行ってきた IPE の知見をもとにグローバル・
地域包括ケア IPE プログラム開発を行うことが本研究の目的である．この研究の特徴は，千葉
大学の地域包括ケア IPE プログラムを先進的に実施している英国大学との共同研究により開発
することに加え，並行して学生の交換留学を実施し双方の学生からのフィードバックも加えて
“学生参加型”でプログラムを構築する点である． 
ここでの「グローバル」とは，以下に示す 2 つの意味を含んでいる．すなわち海外大学でのプ
ログラム開発や実施の知見，あるいはグローバルスタンダードの医療者教育を自大学の地域性
（ニーズや環境）に合わせたプログラム開発に活用するということを意味するだけではなく，
学生が海外大学の IPE プログラムに実際に参加することでより広い視点から地域の課題や専門
職連携の在り方を俯瞰し，自身の能力開発とともにプログラム開発にも貢献できることである． 
 
３．研究の方法 
2020 年に文献的検討，国内内外の大学の視察，英国大学からの教員招請，地域の専門職や学生
へのインタビュー調査等により情報収集を行い，2021 年にプログラム開発，2022 年にプログラ
ムのパイロット実施，2023 年からプログラムの継続的な実施を計画している．プログラム実施
と並行して，プログラム評価を行い，プログラムの改善を継続する． 
学習者の評価については専門職連携能力評価尺度である CICS-2915)を含めた複数の評価尺度を
組み合わせた評価，およびリフレクション・レポート等の成果物評価を行う．またプログラム
参加者にインタビュー調査を行いプログラムについての意見を収集する． 
 
４．研究成果 



(1)2022 年までの状況：2019 年 2 月に英国レスター大学地域医療 IPE プログラムに千葉大学か
ら医学生 1名と看護学生 2名を派遣した⑤．そのプログラム内容は 1)Integrated Care（日本で
の地域包括ケアに対応する），2)プライマリケア診療所，3)大学病院救急科，4)ホームレス診
療所における見学等であった．2019 年度以降も継続して学生を派遣し，研究者らも同行し調査
を実施する予定であったが，COVID-19 流行のため海外渡航が停止され，両国ともに学生の対面
実習は行うことが困難な状況となった．研究者同士の交流として 2020 年春に計画された日英合
同セミナー「英国におけるプライマリケアモデル-GP 及び NP の連携と専門職連携教育-日英共
同研究の可能性」も中止された．しかしその中でも研究は進められ，2020 年 10 月に研究代表
者を学術集会長として第 13 回保健医療福祉連携教育学会を開催し，その講演者としてレスター
大学 Anderson 教授を Web 招請し，IPE の理論と実践についての教育講演⑯を行うとともに，今
後の研究計画についてのディスカッションを進めることができた．その後も web 会議を利用し
計画を進めた． 
 
(2)GRIP プログラムとの協働：2022 年に千葉大学は「大学の世界展開力強化事業」に採択され，
レスター大学（英国），シンビオシス国際大学（インド），モナシュ大学（オーストラリア）
をパートナー校 とし て「グロー バ ル 地 域 ケ ア IPE プ ラ ス （ Global & Regional 
Interprofessional Education Plus Program，以下，GRIP）」⑰を開始することとなった．GRIP
の目的は WHO が提唱する Universal Health Coverage⑪「全ての人が適切な予防，治療，リハビ
リ等の保健医療サービスを，支払い可能な費用で受けられる状態」の推進のために，SDH や公
衆衛生学的視点に基づき地域ケアを創生する人材を育成することであり，本研究も GRIP と連動
して行うこととなった．計画では，千葉大学のすべての学部学生，大学院生の中から派遣学生
を募集し，2022 年度にインドのシンビオシス国際大学，2023 年度に英国のレスター大学，2024
年度にオーストラリアのモナシュ大学との交換留学プログラムを順次開始し，さらに多くの国
内外大学との地域ケア学修ネットワークを形成するものである． 
 
(3)プログラム実施の準備活動：2022年 11月から2023年 3月に千葉大学教員が上記3大学を訪
問し，多職種教員とのプログラム開発・実施のための討議，実習サイトの視察を行った．2022
年 11 月のシンビオシス国際大学訪問ではへき地学校での移動 IT 教育，女性の起業支援活動の
視察，2023 年 1 月のレスター大学訪問では，ホームレス支援施設，地域診療所の視察，3 月の
モナシュ大学訪問では救命救急士シミュレーション視察などを行った． 
 
(4)交換留学プログラムの開始：2023 年からシンビオシス国際大学，千葉大学双方の大学の学
生がオンラインでグループディスカッションを開始した．2023 年 2 月には千葉大学学生 10 名
（医学部 3 名，薬学部 1 名，看護学研究科 2 名，看護学部 3 名，国際教養学部 1 名）がシンビ
オシス国際大学を訪問し，現地学生とともに地域実習（困難な状況にある子供への支援活動等）
を行った．3 月にはシンビオシス国際大学の学生 10 名（看護学部 2 名，看護学研究科 8 名）が
来日し，千葉大学学生とともに地域実習（路上生活者支援活動，地域健康増進活動，災害準備
活動等）を行った．現地実習終了後の 3 月にメタバース・プラットフォームを利用して双方の
学生が学修成果発表会を行った．その学修成果を 2023 年カタールで開催された Altogether 
Better Health Ⅺ（ATBHⅪ）で発表した⑱． 
 
(5)2024 年以降の展開：2024 年度の交換留学の準備として 2023 年 4 月にレスター大学の総合診
療医（General Practitioner）教員 2 名が千葉大学を訪問し，「国際的な視点で地域医療教
育・GP 育成を考える」とテーマとしたレスター大学・千葉大学ジョイントセミナーが開催され
た．プログラムはレスター大学教員による「英国・レスター大学における GP : General 
Practitioner の育成」，千葉大学教員による「千葉県の GP 育成を支援する地域医療教育の取
り組み」であった．さらに交換留学プログラムについての討議および地域医療実習サイト視察
を行った．2024 年 2 月に千葉大学学生 5 名（医学部 1 名，工学部 2 名，法政経学部 1 名，看護
学研究科 1 名）がレスター大学を訪問し，現地の学生とともに地域実習（ホームレス支援活動
など）を行い，同月シンビオシス国際大学には千葉大学学生 10 名（工学部 3名，国際教養学部
3名，教育学部1名，看護学部2名，看護学研究科1名）が訪問し，現地学生とともに地域実習
（困難な状況にある子供・女性支援，人権擁護活動等）を行った．2-3 月にレスター大学から 5
名（医学部 3 名，助産学部 2 名），シンビオシス国際大学から 10 名（デザイン学部 3 名，芸
術・商業学部 3名，看護学部 4 名）計 15 名の学生が千葉大学を訪問し，千葉大学学生とともに
地域実習（ホームレス支援，ソーシャルキャピタル活動，災害準備活動等）を行った．次年度
以降は派遣・受け入れ人数を増やし，さらにモナシュ大学とも交換留学を開始する計画である． 
 
(6)考察 



当初の目的は医学部・看護学部学生の英国との IPE 地域医療をテーマとした交換留学プログラ
ムの構築であったが，コロナ禍を経て GRIP プログラムとの協働となった．その結果、国内外で
の SDH 学修という目的が追加された．SDH 教育として医学部の学生による海外フィールドワー
ク⑲20の実践例も報告されている．GRIPプログラムでは参加学生は渡航先の地域の課題のみなら
ず，海外からの学生とともに日本国内の地域の課題も共に体験できること，様々な学部の学生
や大学院生，海外の学生との協働実習で幅広い視点から問題を理解することが求められること
から，WHO が提唱する Universal health coverage⑪推進のために地域ケアを創生する能力の開
発が期待される．プログラムの成果検証については来年度以降も継続した分析が計画されてい
る． 
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